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「大津松茂農業協同組合」のだいこん共同選別施設整備概要

【産地パワーアップ事業について】

水田・畑作・野菜・果樹等について，平場・中山間地域など，地域の営農戦略とし

て定めた「産地パワーアップ計画」に基づき，意欲ある農業者等が高収益な作物・栽

培体系への転換を図るための取組を全ての農作物を対象として総合的に支援する。

取組メニューは生産技術高度化施設，集出荷貯蔵施設，農産物処理加工施設等の共

同利用施設の整備や資材導入で，補助率は１／２以内。

【事業の狙い】

当地域は砂地畑を活用した「かんしょ」「だいこん」のブランド産地であり，表作

に「かんしょ」，裏作に「だいこん」という作付体系をとっている。「かんしょ」で

は収穫機の高性能化が進み１戸当たりの作付面積が拡大しているが，「だいこん」は

表作「かんしょ」の拡大による労力競合により作付面積の拡大が進んでいない。

このため，「だいこん」の共同選別施設の処理能力を高めるとともに，「だいこん」

の収穫作業の受託組織を整備し，作付面積の拡大，適期収穫による品質向上，高単価

時期の作付拡大を図り，産地の安定につなげる。

【事業の概要】 単位：千円

施設区分 補助率 事業費 補助金

集出荷貯蔵施設 １／２ ２２６，７１５ １０４，９６０

集出荷貯蔵施設

・建物 １棟 1,621.51㎡

・バケット式カメラ形状選別機，洗浄機，梱包機，製箱機 一式

年間処理量：1,293ｔ

設置場所：板野郡松茂町中喜来字小張

【取組内容】

①集出荷作業の効率化による安定出荷

出荷量：（H27）6,536t → （H31）7,369t

②ＪＡの収穫作業の受託による作付面積の拡大

栽培面積：（H27）87.19ha → （H31）98.25ha

③高単価が望める時期の作付拡大による有利販売

単価：（H27）69.9円/kg → （H31）72.5円/kg

【成果目標】

販売額の10%以上の増加

現状（H27）456,635千円 → 目標（H31）534,063千円
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○位置図

○施設立面図



3

○選別設備図
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○施設写真
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「かいふ農業協同組合」のきゅうりハウス整備概要（養液栽培）

【事業の狙い】

海部郡の「促成きゅうり」は，冬期の日照量が多い自然条件を生かし，県下では栽

培面積，生産量ともにトップの産地として位置付けられているが，近年は高齢化によ

る担い手不足が課題となっている。

このため，ＪＡ，町，県が一体となった推進組織を設立し，移住就農等を希望する

若者の育成を進める「きゅうりタウン構想」の実現に向け，当事業を活用して低コス

ト耐候性ハウスを整備し，移住就農者等に貸出すことで「促成きゅうり」の新たな担

い手を確保し，生産拡大を図り，産地強化による地域の活性化につなげる。

【事業の概要】 単位：千円

施設区分 補助率 事業費 補助金

生産技術高度化施設 １／２ 167，400 77，500

生産技術高度化施設

・低コスト耐候性ハウス ４棟 6,204㎡

・養液栽培装置 一式

・複合環境制御装置 一式

年間生産量 182t

設置場所 海部郡海陽町野江地区

【取組内容】

①低コスト耐候性ハウスの導入による収穫期間の延長

栽培期間：（H28）10～6月 → （H32）10～6月，7～9月の年２作

②養液栽培と複合環境制御による高収量栽培の取組

単収：（H28）22t/10a → （H32）29t/10a

③担い手の育成による産地拡大の取組

「海部きゅうり塾」によるＵＩＪターン就農者への技術サポート等

【成果目標】

産地の販売額の10%以上の増加

現状（H28） 313,543千円 → 目標（H32） 415,018千円
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○位置図

○施設立面図
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○栽培ベンチ詳細図

（参考）きゅうりタウン構想
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「かいふ農業協同組合」のきゅうりハウス整備概要（土耕栽培）

【事業の狙い】

海部郡の「促成きゅうり」は，冬期の日照量が多い自然条件を生かし，県下では栽

培面積，生産量ともにトップの産地として位置付けられているが，近年は高齢化によ

る担い手不足が課題となっている。

このため，ＪＡ，町，県が一体となった推進組織を設立し，移住就農等を希望する

若者の育成を進める「きゅうりタウン構想」の実現に向け，当事業を活用して低コス

ト耐候性ハウスを整備し，移住就農者等に貸出すことで「促成きゅうり」の新たな担

い手を確保し，生産拡大を図り，産地強化による地域の活性化につなげる。

【事業の概要】 単位：千円

施設区分 補助率 事業費 補助金

生産技術高度化施設 １／２ １８４，９７２ ８５，６３５

生産技術高度化施設

・低コスト耐候性ハウス ５棟 9,036㎡

年間生産量 244t

設置場所 海部郡海陽町宍喰地区

【取組内容】

①低コスト耐候性ハウスの導入による収穫期間の延長

栽培期間：（H28）10～6月 → （H32）10～7月

②担い手の育成による産地拡大の取組

「海部きゅうり塾」によるＵＩＪターン就農者への技術サポート等

【成果目標】

産地の販売額の10%以上の増加

現状（H28） 313,543千円 → 目標（H32） 415,018千円
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○位置図

○施設立面図
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平成30年度産地パワーアップ事業

ＪＡ板野郡ライスセンター再編整備の概要

１ 再編施設の概要

ＪＡ板野郡管内では，主力品種の「キヌヒカリ」を中心に夏期の高温障害による品質低

下が著しく，農家所得の低下が問題となっている。

また，ＪＡのライスセンターの建物・機械の老巧化により，乾燥調製作業の効率が低下

し，品質の均一化が困難な状況にある。

そこで，６か所のライスセンターを１か所に集約することにより，利用率の向上及び効

率的な施設運営を図るとともに，高温耐性があり「キヌヒカリ」より収量の多い県奨励品

種「あきさかり」への品種転換及び色彩選別機の導入による品質の均一化を進め，収量・

品質の向上による農家所得の向上を図る。

【事業の概要】

（単位：千円）

施 設 区 分 補助率 事業費 補助金

穀類乾燥調製施設の再編合理化 1/2 439,344 196,553

（ライスセンター集約） （一部：1/3）

※廃止するライスセンター：御所，土成，松島，高志，大山

【増設施設の概要】

乾燥調製施設 年間処理量1,491ｔ

・荷受設備（一式） ・乾燥機（20ｔ×４基） ・色彩選別機（１基）

・調製・出荷設備（一式） ・集排塵設備（一式）

・栽培品目：水稲（主食用米） ・増設場所：板野郡板野町（吹田ライスセンター）

【取組内容】

①ライスセンターの集約による利用率の向上及び効率的な施設運営によるコスト低減

②乾燥調製作業の効率化と色彩選別機の導入による品質の向上及び均一化

③高温耐性品種の作付拡大（23.1ha → 60ha）

【成果目標】

・集出荷コストの10％以上の削減

ＪＡ板野郡の再編後の集出荷コスト

29,989千円 → 22,308千円
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